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総合型クラブを目指すＪクラブにおけるノルーポール教室の可能性
一東京ヴェルディバレーボールチームの事例一
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１．はじめに 界を担っていく子どもたちにおいて決してよい環境が整いつ
つあるとは言い難い。むしろ時代の変化によりそれも下降の
一途をたどっていると言ってもよいだろう。全ての競技種目
においてこの現状があるということにも語弊があるが、より
整備されたスポーツ環境を与えられたり、ジュニア世代のス
ポーツ活動が活発に行われている競技はほんのごく－部であ
る。バレーボール競技においては、我が国のスポーツ人気に
乗り遅れている傾向があり、ジュニア育成をしっかりと根付
かせるシステムをいち早く導入したサッカーや地域活動とし
ての基盤が出来ている野球にジュニア世代の競技人口が多く
集中しているともいえる。特に男の子についてはこの傾向が
強くサッカー･野球には将来プロ選手といった夢もある。ま
た、サッカーにおいては、Ｊリーグ加盟チームはここ近年で
女子チームを所有することが義務付けられるといった方針も
出されており、これがまた更に各カテゴリーへ拡大していく
ものと期待されている。バレーボールの現状は小学校を一つ
の単位としたクラブ型がほとんどでその上には学校部活動へ
と移行していくが、進学先にバレーボール部がないなど数々
の学校事情が待ち構えており、また、その育成体制も実際一
貫性はないといえる。これによる競技離れも多大であり、学
校部活動のあり方も現状のバレーボール界においては非常に
重要となってくる。しかし、なんらかの施策を求めるところ
ではあるが現場ではそこまで手つかずの現状があることも否
めない。
このような状況を肌身で感じている日本バレーボール協会、
国内トップリーグである有限責任中間法人日本バレーボール
リーグ機構（以下Ｖリーグ機構）からは地域・社会への貢献、
競技普及活動の推進を積極的に打ち出しており、またそこに
加盟している各チームにおいても独自にバレーボールの普及
活動が展開されている。それは各チームの様々な思惑のもと、
若干趣旨などが異なるものであっても非常に有効な夢の伝達
今日、様々なスポーツ団体による技術指導教室やスクール
の開催が積極的に行われている。バレーボールにおいても競
技の普及を念頭におく団体が増えており、トップリーグに属
するチームは年間を通して複数回の教室開催を活発的に行っ
ていることが見受けられる。また、各教育機関も青少年のス
ポーツ活性、スポーツ活動の場の提供など様々な目的設定の
下、各種競技のトップレベルチームを主軸とした教室開催や
その専門分野における著名者による教室・スクール展開の機
会が非常に多くなっているといえる。この背景には、我が国
伝統のスポーツ文化でもある学校部活動主体のスポーツ競技
者育成のシステムとの影響も多大にあることが伺える。学校
部活動においては、近年児童の少子化による部活動の衰退、
指導にあたる教職員の多大な負担、担当顧問の各競技種目に
おける専門性の軽薄など様々な問題を抱えており、これらを
踏まえ将来の我が国のスポーツ界を担っていく青少年へのス
ポーツとの関わりを検証していく必要性を強く感じる。特に
バレーボール界ではトップチームのチーム形態がめまぐるし
く変化している中で、企業丸抱えの実業団型から地域に根ざ
したクラブ型のチームが増えつつある。このようなチームが
地域に主眼をおきクラブ運営をしていく中で、教室やスクー
ルの展開は貢献活動として必要不可欠な要素となっている。
２問題
今日までに子どもたちを取り巻くスポーツ環境はめまぐる
しく変化を続けている。経済発展の都市化による遊びの場の
減少、遊びスタイルの変化、学校における部活動の衰退や人
気競技への集中的な競技人口の移行、さらには指導者の不足
によるチーム運営の危機など、これから将来の日本スポーツ
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れらを複数企業の出資で調達するまでは相当な興行的なチー
ムバリューも必要である。現行なんとか各チームの努力から
チャレンジリーグ所属を運営・維持していると推測できるこ
とから、バレーボール競技が急速に興行的な組織形態を構築
しない限りクラブ型での運営もプレミアリーグに昇格するた
めには大きな壁となる。
手段となっていることが見受けられる。これらを基盤にバ
レーボール競技の活性化、競技人口の拡大を期待するところ
ではあるが、その内容については更に吟味されるところであ
る。現行のＶリーグ機構の加盟チームも様々な形態を示して
おり、教室やスクールの展開趣旨も多岐に渡る。本研究にお
いては、従来の企業スポーツの形でもある実業団型のチーム
とは異なるクラブ型として奮闘する東京ヴェルディバレー
ボールチームに主眼をおきクラブ型チームの競技普及活動
の現状を把握し、今後の可能性を検討することを目的とした。
表１主な企業バレーボールチームの休・廃部、統合、移籍
反騒金隅（
３．今曰のバレーボールチーム形態
増山（2007）の調査によると、これまで日本バレーボー
ル界を支えてきた多くのトップリーグチームが時代とともに
消滅してきている。かつて世界の頂点にもあったお家芸とも
いわれた我が国のバレーボール競技であるがそれを根底から
支え、世界最高レベルの選手を数多く輩出してきたのがこれ
らのチームであり、これらの衰退に比例するかのように今日
の日本バレーボールの競技レベルも著しく低下している。そ
の全てが本国や韓国といったアジア地域特有スポーツ文化で
もある－企業が所有する実業団形態のチームである（表1)。
これらにあるように、休・廃部から復活を遂げることが出来
なかったものから、チームを消滅させることなくグループ会
社チームの統合、または全体吸収によりその存続を維持し、
･現在でもトップリーグに君臨しているチームもある。更に、
それらに関わらず新規に参入してきた企業チーム、新たな形
として母体企業を持つもののクラブ形態として組織運営する
チーム、完全なクラブチームなど、かつての企業チーム一色
で構成されていたバレーボール界の形も変わりつつある（表
２）。現在のＶリーグ機構加盟チームは、トップリーグにあ
たるＶ・プレミアリーグが男子８チーム、女子８チームの
計16チームであり、その下部リーグにあたるＶ・チャレン
ジリーグが男子11チーム、女子12チームの計23チームの合
計39チームの編成となっている（2009年９月現在)。また、
この毎年のリーグ編成は各シーズンごとに入れ替え戦（Ｖ・
チャレンジマッチ）の末、各リーグ所属チームは変更する。
しかし、チーム数について2008/09シーズンにおいて見直さ
れることとなっていたが、不測の事態として体、廃部チーム
が発生してしまったためチャレンジリーグ男子におけるチー
ム数が女子とそろわない事態となってしまっていることを付
け加えておく。補足として現在のＶリーグ加盟チームの各運
営母体等を表3に示す。ここからわかるように複数企業によ
る出資からチームを運営する新たな形をみることができる。
これらが－企業に依存しないクラブ型を目指し活動するチー
ムであり、特に男女ともＶ・チャレンジリーグに複数チーム
出現してきていることが理解できる。この背景には、Ｖ・プ
レミアリーグとチャレンジリーグでは年間の活動資金に大き
な開きがあるといえる。Ｖ・プレミアリーグを運営していく
ためにはその必要経費として年間数億円といわれており、そ
表２中間法人日本バレーボールリーグ機構に所属する
チームとその形態
チーム名チームＨ態チーム名チーム'１態
サントリーサンハース企業久光製薬スプリングス企業
東レァローズ企業ｊＴマーウェラス企業
ハナノニノクハンサーズ企業ハイオニアレノトウイングス企業
豊田合成トレフェルサ企業ＮＥＣレノトロケノノ企業
JTサンダズ企業東レアローズ企業
堺ブレイサーズクラブデンノーエアリーヒーズ企業
ＦＣ東京企業岡山ゾーカルズ
大分三好ウァイセアトラー企業トヨタ車体クインンーズ企業
東京ヴルディ クフブ日立佐和ﾉウァーレ企業
ソェイテクトSＴＩＮＧＳ企業＝津電機レトノア企業
つくばユナイテトＳＧＡＩＡクフブＰＦＵブルーキヤノ企莱
童士通企業上尾メディクス企業
腎視「官ム「大野石由広島オイフーズ企業
大門特殊鋼レトスター企業健祥会レトーノ企業
トヨタ自助車企業ＫＵＲＯＢＥアクアフエアノーズクフブ
近虚クフブスフィーダクフブ柏エンゼルクロス企業
阪神デルフィーノクフブ四国EghtyBQue クフブ
きんてん企業グ｣－ユサｆ－ﾄサンヒームス企業
東京ﾄヨヘト企業フオレストノーブス熊本企業
軒源栗山木菓ＢＢｔａ 企業
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年次 チーム名 処置
1９７８ ヤシカ(女子）
1９８２ 主友軽 属(男子）
1９８９ ､11戸製鋼(里子）
1９９１ クラポウ(女子）
1９９２ カネボウ(女子）
1９９４ 日本鋼管(男子）
1９９５ 神戸製鋼(男子）
富士：フィルム(女子）
1９９７ NEC７ ミームエレクトロニクス(男子）
ﾖ新製鋼(男子）
1９９８ 主友令属(男子）
象印(男子）
コスモ石油(男子）
ダイエー(女子） オレンジアタッカーズに全休移籍
1９９９ デンソー
寅夢(女子）
小田急ジュノー(女子）
NEO関西
シーガルズに弓|継ぎ
2000 新日本製鐵(男子）
ＮＣＩ
ユニチカ(女子）
オレンジアタッカーズ(女子）
堺ブレイザーズに弓I継ぎ
東レアローズに全体移籍
久光製薬SAに全体移籍
2001 日立ペルフィーユ(女子）
イトーヨーカドープリオール(女子）
久光製薬アタッカーズ(女子）
武富士バンブー1こ全体移籍
久光製薬スプリングスに吸」 又
2002 富士フィルムプラネッツ(男子）
Ｎ T西日本レゲルス(男子）
NT｢東日本(男子）
日立 国分ﾄﾚﾒﾝﾀ(男子）
東洋紡(女子）
2003 東京ガス(男子） FC東京へ移行
2005 TOYOTIRE(男子） 近畿クラブスフィーダに弓 継ぎ
2006 ｶﾛｲ ２歳スパーキヅズ(里子）
茂原アルカス(女子）
2009 詮富士バンブー(女子）
NEOブルーロケッツ(男子）
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表３中間法人日本バレーボールリーグ機構に所属する
チームと運営母体
への関心の維持や新規での競技者の獲得、また特に男子児童
の競技離れの歯止めなどに主眼がおかれており、このジュニ
ア世代の競技活性が今後のバレーボール界に大きな影響をあ
たえるであろうことが伺える。更に、Ｖリーグ機構からは独
立行政法人日本スポーツ振興センター「競技強化支援事業助
成金」の助成を受けているものも含め、各チームへバレー
ボールの普及と発展ならびに地域のスポーツの振興などを狙
いとしてバレーボール教室の開催を要請しており、各チーム
ごとに開催頻度やその規模にバラツキはあるものの全チーム
が精力的に実施してきているといった報告もされている。
また、クラブ形態としてチームを運営するところにおいては、
さらに様々な思惑のもと企業型チーム以上にこの教室やス
クールといった貢献活動に精力的な面が伺える。これは、こ
れらの活動がチーム運営に大きく影響を与えるからであると
いえる。かつての貢献活動はあくまでそれであり、チームの
運営や興行的な要素はなかった。しかし、クラブ型チームに
おいては運営費の捻出や獲得がチーム強化と常に並行して行
われていかなければその存続はない。よってこの教室やス
クールといった活動自体が事業の一つとなるのである。具体
的には、事業実施による有料化、活動謝礼としての収益の獲
得、これらの貢献活動によるチームイメージアップからの協
賛企業の獲得など、クラブ型チームにおいてはこれらの事業
計画を非常に重要なところに位置づけているところである。
実際に協賛企業を獲得する要素としても、ユニホームへの企
業名掲載や試合会場での広告提示など宣伝効果を期待すると
ころもあるが、別な要素としてそのチームの取り組みや活動
理念、スピリットに賛同してもらうことも重要となる。勝ち
負けの伴う競技レベルに位置するチームにおいてはその勝敗
を求められることも当然あるが、必ずしもそれだけが協賛獲
得に直結するものではなく、社会的に有効な活動を地道に
行っていることが多大な評価を受けることも見受けられる。
よって、特に財政的に工面を必要とするクラブ型で運営を目
指すチームにおいては、これらの活動をチーム強化と並べて
取り組んでいくことが重要であるといえる。さらに先にも述
べたように企業チームが減少し、新たにクラブ型チームが発
足しつつある中、これらの活発性は益々期待していきたいと
ころである。
チーム名
東京ヴェルディ
ンェイテクトＳＴＩＮＧＳ
つくｌユナイテソトＳｕｎＧＡＩＡ
Ｉ士
ｊｌＴ
株式会』
富士通株式会」
大ロ画一レツトスターＩ大同特殊鋼会‘
トヨタ自動車
近クラスフー
阪ナルフィーノ
んでん
東晁ﾄヨヘノト
近畿クラブ､他複数企』
株式会
日立佐和ﾉウァーレ＝日Ｐ
三洋?レノトノア三洋電ェ
ＰＦＵノ吟キャノノ式会社ＰＦＵ
上尾メテノクス去人土愛＝上粕兀
野石イラー＝土野石
＝レノト、－ノ土会－１人＝
ＫＵＲＯＢＥアクアフェアノーＫＵＲｏＢＥアクアフェアノーズ他奴企業
エンセルクロス医人土団天旦＝
四国ＥＢＱＮＰＯ去人エイテイエイノ、レー十一ルクラ企
ノーン－ﾄサンヒーム」－ソサ－トンステム式会土
フオレストノースーt会土サーヒスセンター
山木ＢＢｓｔ盾 一t会土栗山木
４スクール・教室開催の目的と意義
今日、多くのスポーツ競技において競技普及活動が行われ
ているが、バレーボールにおいても日本バレーボール協会及
び国内トップリーグにあたるＶリーグ機構からその重要性と
指針が打ち出されている。一例として、日本バレーボール協
会主催の「Ｖリーグ選手と一緒にバレーボール教室」では、
以下のような趣旨のもと教室事業が継続して展開されている。
日本バレーボール協会と日本小学生バレーボール連盟の指
導普及委員会がＶリーグ機構の協力を得て行なうこの事業は、
Ｖリーグの選手の参加や直接の指導を通して、
５．東京ヴェルディによるスクール・教室の実践･バレーボールに関心と意欲を持たせ小学生バレーボールの
普及発展に努める
．Ｖリーグのチームや試合に関心を持ち、進んで試合観戦や
テレビ視聴をし、応援をしようとする態度を育てる
.男子児童（チーム）の積極的参加を促し、男子選手増加と
普及対策に努める
.保護者にも参加を求め、子育て講演会やソフトバレーボー
ル交流試合を並行開催し、小学生バレーボールへの理解を
深める
東京ヴェルディバレーボールチームは2001年トップチーム
の強化によるＶ・プレミアリーグ昇格と指導普及活動の2本
柱を主軸に創部し、現在Ｖ，チャレンジリーグにて奮闘して
いる。中でも特に「バレーボール教室の開催」を重要と考え
ており、これまでにも都内及び近県でバレーボール教室
(小・中・高校生、家庭婦人）を精力的に実施してきている。
東京ヴェルディバレーボールチームの前身は「東京教員バ
レーボールチーム」であるため、ＯＢも含め指導スタッフは
充実している。実際ＯＢの大半が現職の教員であり、各学校上記に示されているように、ジュニア世代へのバレーボール
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学校教員の力量に頼るのみでその育成に一貫性がないのも近
年問題視されている。
東京ヴェルディバレーボールチームの教室日程例を表４
に示した。この２案もほんの一例に過ぎないが依頼側との綿
密な打ち合わせのもと､より要望を盛り込み最大限有意義な
サービスが提供できるようその都度計画している。依頼側の
思惑も健康増進としてのバレーボールの導入や技術習得を第
一目的とすること、トップレベル選手との交流など様々であ
り、より満足度の高い教室実施となるよう計画、提案の繰り
返しで当日を迎えている。特に教室計画上注意を払うのが、
参加者の技術レベルの平均値である。満足度と直結するもの
であるが、より高度な技術習得を求められるものからボール
に慣れる、バレーボールの初歩体験など、この平均値を基準
に教室内容を組み立てることが重要である。更には、東京
ヴェルディの公開練習によるハイレベルな競技を間近で視察
してもらうことや紅白戦によるトップレベルゲームの展開を
解説を交えて公開するなどより多くのバリエーションを持っ
て取り組んでいる。また、時間の猶予に応じて要望があり、
可能な限り実施しているのが各引率指導者や主催関係者との
意見交換会である。練習計画、技術指導、トレーニング、
チームマネジメントなど様々な質疑応答から東京ヴェルディ
スタッフと参加スタッフとのコミュニケーションの場を持つ
ことによって共に学び、高めあう非常に有意義な場であり今
後も積極的にこのような機会を教室展開後の計画に盛り込ん
でいくことを提案している。実際、多くの現場指導者の問題
解決に直結し貢献できていることが伺え、その内省報告のみ
ならず具体的なデータ抽出も今後の課題であると考えられる。
なかでも多く見受けられる質疑事項がやはり技術指導面に関
わることと体力トレーニングに関することである。各参加者
の現場問題としてバレーボールに専門性を持つ方が必ずしも
指導にあたっているわけではないという現実問題がある。特
に学校部活動においては指導者不足が叫ばれる中、各顧問の
先生方はその技術指導にも行き詰まりを強く感じていること
が伺える。体力トレーニング面においてはトレーニング専門
指導者が各クラブに在籍しているケースはほとんどといって
いいほど皆無である。指導者が一人で全てをまかなっている
のが現状で、成長箸しいジュニアや中学生期の指導者は我々
の想像以上に技術習得が先行しての成長への影響、体の負担
への配慮など神経を尖らせている。そこで東京ヴェルディと
しても技術指導提案、トレーニング提案などをすることに
よって一時的には指導者の力になれることはあるが、長期的
に考えれば指導者、顧問の負担をより軽減させ、より安心し
てクラブ顧問を担当してもらうことも必要であり、それがこ
れからの世代の子どもたちに対しても有益であることと考え
られる。よって、東京ヴェルデイとしてまずできることとし
て教室後のアフターフォローであるということがあげられる。
教室参加をきっかけとして同じバレーボール関係者としての
関係を継続して構築していくことにより、不定期的であって
もいくつもの問題解決に貢献できると考えている。教室開催
で教育に加えてクラブ指導にも情熱を注いでいる方々である
ことから指導に関してはその専門性は高い。これに加えて、
現役Ｖリーガーたちも実際の指導にあたっている。毎年、各
実施ごとに事業計画や具体的な指導内容についてもさらなる
レベルアップを図るべく検討され、益々充実した教室内容を
目指し活動に取り組んでいる。
また、東京ヴェルディバレーボールチームからは以下のよ
うな指針も出されこの事業への重要性が訴えられている。
「近年、様々な理由から“バレーボール離れ，，が指摘され
ており、その理由のひとつに「指導者の不足」が上げられて
います。また、熱心な指導者が頑張っていることは知ってい
ますが、強くなることばかりを追い求め、下手をするとバ
レーボールの楽しさを忘れてしまいがちになります。スポー
ツ本来の目的に立ち返り、楽しさと共に上達し強くなれるバ
レーボールを多くの人達に伝えてゆきたいと思っています。
また、今後の活動として、新たに大会の企画・運営という点
についても積極的に挑戦していきたいと考えています｡」
東京ヴェルディは、参考資料にあるようにＪリーグ百年構
想にのっとり総合型のスポーツクラブを目指すべくサッカー
競技のみならずバレーボール、トライアスロンなどの他種目
競技チームも保有し、常にその拡大を目標としている。また、
その下部に必ず教室やスクールといった普及事業を位置づけ
ていることがわかる。Ｊリーグ所属クラブでもスクール事業
を先駆けで行ったのは東京ヴェルディの前進が最初であると
いわれており、クラブ設立当初からすでにＪリーグ百年構想
と同等の展望を持っていたことが見受けられ、ジュニア世代
へのスポーツ・競技指導を念頭に考えていたことがわかる。
弓iHj8均一n日
参考資料東京ヴエルディクラブ構成より引用
では、具体的な東京ヴェルディバレーボールチームの教室
事業をみていく。現在スクールの開設といった興行的な事業
まではまだいっていない。しかし、これはバレーボール競技
自体がお金を出して通う、技術を学ぶといったシステムが構
築されておらず、また、クラブ側もそれだけの対価を提供で
きるところまで組織的にも環境的にも進んでいないことがい
える。更には学校部活動での強化システムが根強く残るバ
レーボール界であることも多大に影響しており、－クラブだ
けでこれを事業化していくにも非常に困難な問題があり、我
が国のバレーボール競技者の育成システムを協会等踏まえ、
再度検討していく必要がある。実際は学校部活動に任せきり、
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１日限りの接触で終わりにしないこともバレーボールの普及
を目指すチームとしては非常に重要となる。
くの問題があることが指摘できる。クラブとして指導普及部
を立ち上げてはいるが、実際教室指導にあたるにも現役選手
の参加といった要望が出てくると選手の負担、日程上の都合
等考慮していかなければならない。まして東京ヴェルディの
選手はそれぞれ様々な職業を持ち、日々それぞれの職場での
業務があることから週末の休日をどれだけ削れるか、それに
より業務への負担はないかなどこれらの要素をクリアしてい
かなければならない。
しかし、東京に拠点を置き競技や普及活動を展開していく
中で、今後益々この教室開催の需要は増していくと考えられ
る。東京都は2013年に東京国体開催が控えており、さらに
2016年に我が国でのオリンピック開催を目指した東京オリ
ンピック招致活動が精力的に行われてきた。これらからも東
京都はスポーツに力を入れつつあり、多くの種目でその活性
化、強化活動が図られていくことになる。よって、各市区町
村などにおけるジュニア育成事業や選抜チーム強化の一端を
担っていくのが東京都内に存在する各種目のトップチームの
役割にもなってくるといえる。これらの期待に応えていくた
めにもスクールや教室実施をより有効なものにしていかなけ
ればならない。
企業が所有するスポーツチームによるスクールや教室展開
は、スポーツを通してその自社イメージの向上を図ることや
地域に根ざした企業となることを目指すことの一助になると
考えているところも少なくはない。また、クラブ型チームは
クラブ所在地での地域への貢献や新規ファンの獲得、さらに
は協賛企業獲得のチームバリューの向上であるなど目的は
様々であるが、これらが将来の我が国を背負うアスリートを
育成することやジュニア世代の子どもたちのスポーツ活動を
より有意義なものにすることは言うまでもない。2012年ロ
ンドンオリンピックの追加競技種目決定の際に野球とソフト
ボールの復活を望んだ関係者も少なくなかったが、採択され
なかったという報道の中にその大きな理由として「普及活動
の怠り」という言葉もあげられた。その競技やチームが国民、
各都道府県、各市区町村の地域住民、さらには、競技関係者
から強く支持されるものであれば相次ぐバレーボール界の
体、廃部も改めて検討されるかもしれない。今日様々な経
済不況やその他事,情からスポーツチームの存在価値が危ぶま
れる中、この普及活動の地道な取り組みが後に大きな形とな
り、チームに多大な利益を発生させる可能性も十分考えられ
る。よって、トップチームにおける役割として競技の活性化
や地域での競技普及は、より注目され各チームの存在価値を
存分に高めていく必要があり、その一端である普及活動はそ
の都度内容の充実を図っていくことによって益々需要も高ま
るものであると考えられる。
表４東京ヴェルディバレーボール教室の日程例
ｸﾘ１曰榿の合(チーム霧
時間
４１１１Ｈｒ
時間
！
6．全体的考察と今後の可能性
各都道府県などにおいて現在実施されているスクールや教
室の開催目的は様々であり、その主催も教育委員会であった
り、地方バレーボール連盟・協会など多岐にわたる。また、
トップリーグに参戦している現状により教室開催などにも時
期的な偏りが出てしまっている。特にシーズンオフの時期で
の実施に集中し、競技と普及を並行して実施するにはまだ多
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教室内容
9:００～ 開始式･柔軟運動･ウオーミングアップの開始
･ボール遊び
･オーバーハンドパス､アンダーハンドパスの基本技術
･レシーブ基本技術
･スパイク基本技術
･サービス基本技術
1２ 00～ 昼食･休憩
1３ 00～ 各チームごとのウオーミングアップ
1３ 45～ ※チーム練習･乱ｷT･ゲーム
1５ 30～１開会式･ファンサービス活動
１６:00 終了
事例1） 日日程 場合( ム参ｶﾛ）
教室､q客
9:00～ 開始式･柔軟運動･ウオーミングアップの開始
･ボール遊び
･オーバーハンドパス､アンダーハンドパスの基本技術
･レシーブ基本技術
･スパイク基本技術
･サービス基本技術
１２:00～ 属合･休鎚
1３ 00～ ウオーミングアップ
1３ 45～ ※チーム分|ナ･ゲームの体験
1５ 30～’閉会式･ファンサービス活動
１６:00 終了
事例2) 日日程の場合(フリー参加）
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